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(57)【要約】
　本発明は、受信機向けの一連の記号を備えるデータ信
号を送信する方法に関し、前記方法は複数の送信機エン
ティティ(EEi)によってそれぞれ送信された複数のOFDM
信号の生成を備える。本方法は、一連の記号の現在の記
号の組に直交する、少なくとも1組の記号を生成するス
テップと、現在の記号の組を複製することによって少な
くとも1組の記号を生成するステップと、少なくとも1つ
の現在の組、少なくとも1組の直交する記号、および少
なくとも1組の複製された記号を複数の送信機エンティ
ティのうちの送信機エンティティに割り当てるステップ
とのサブステップであって、前記一連の記号の組の全て
の記号の組について繰り返されるサブステップを含む、
複数の一連の記号の組を生成するステップと、複数の一
連の記号の組に従って複数のOFDM信号を生成するステッ
プであって、OFDM信号が送信機エンティティの数の2倍
と等しい複数の副搬送波を備えるステップとを含む。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　一連の記号(S)を備えるデータ信号を受信機に送信する方法であって、
　複数の送信機エンティティ(EEi)によってそれぞれ送信された複数のOFDM信号の生成を
含み、
　一連の記号の組の現在の記号の組に直交する、少なくとも1組の記号を生成するサブス
テップ(E2-1)と、
　前記現在の記号の組を複製することによって少なくとも1つのレプリカを生成するサブ
ステップ(E2-2)と、
　前記少なくとも1組の直交する記号の前記現在の記号の組、および前記少なくとも1つの
レプリカを、前記複数の送信機エンティティのうちの送信機エンティティに割り当てるサ
ブステップ(E2-3)と、
を具備する前記一連の記号から複数の一連の記号の組を生成するステップと、
　前記複数の一連の記号の組から前記複数のOFDM信号を生成するステップ(E2-4)と、
を具備し、
　前記サブステップは、前記一連の記号の組の全ての記号の組について繰り返され、
　前記OFDM信号は、送信機エンティティの数の2倍と等しい複数の副搬送波を含むことを
特徴とする方法。
【請求項２】
　前記少なくとも1組の直交する記号が、前記現在の記号の組に時空間符号化を適用する
ことによって生成されることを特徴とする請求項1に記載の送信方法。
【請求項３】
　前記現在の記号の組、少なくとも1組の直交する記号、および少なくとも1つのレプリカ
、の前記複数の送信機エンティティへの割当てが周期的であることを特徴とする請求項1
または請求項2に記載の送信方法。
【請求項４】
　複数の一連の記号の組を生成する前記ステップが、
　前記送信機エンティティと前記受信機との間の伝搬チャネルの品質指数のセットを収集
するサブステップと、
　前記品質指数のセットに従って前記複数の送信機エンティティに割り当てられた、少な
くとも1組の送信されるべき記号、少なくとも1組の直交する記号、および少なくとも1つ
のレプリカ、を選択するサブステップと、
をさらに含むことを特徴とする請求項1または請求項2に記載の送信方法。
【請求項５】
　一連の記号(S)を備えるデータ信号を受信機に送信するための送信機エンティティのた
めの装置であって、
　前記一連の記号は、複数の送信機エンティティ(EEi)によってそれぞれ送信された複数
のOFDM信号の形式で送信されることを目的としており、
　送信されるべき記号の組に直交する少なくとも1組の記号を生成するための手段(ORTHO)
と、
　送信されるべき記号の組を複製することによって少なくとも1つのレプリカを生成する
ための手段(DUPLIC)と、
　送信されるべき前記記号の組、前記直交する記号の組、および前記複製された記号の組
を周期的に選択するための手段(SELECT-EE)と、
　前記送信機エンティティの数の2倍と等しい複数の副搬送波上で、一連の前記選択され
た組から形成されたOFDM信号を送信するための手段(EMET)と、
を含むことを特徴とする装置。
【請求項６】
　一連の記号(S)を備えるデータ信号を受信機に送信するための管理エンティティ用の装
置であって、
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　前記一連の記号が、前記管理エンティティ(EG)に接続された複数の送信機エンティティ
(EEi)によってそれぞれ送信された複数のOFDM信号の形式で送信されることを目的として
おり、
　送信されるべき記号の組と直交する少なくとも1組の記号を生成するための手段(ORTHO)
と、
　送信されるべき記号の組から少なくとも1組の複製された記号を生成するための手段(DU
PLIC)と、
　送信されるべき記号の組、および前記直交する記号の組、ならびに複製された記号の組
を前記複数の送信機エンティティに周期的に割り当てるための手段(ALLOUE-C)と、
を含むことを特徴とする装置。
【請求項７】
　一連の記号(S)を備えるデータ信号を受信機に送信するための管理エンティティ用の装
置であって、
　前記一連の記号が、前記管理エンティティ(EG)に接続された複数の送信機エンティティ
(EEi)によってそれぞれ送信された複数のOFDM信号の形式で送信されることを目的として
おり、
　送信されるべき記号の組に直交する少なくとも1組の記号を生成するための手段(ORTHO)
と、
　送信されるべき記号の組から少なくとも1組の複製された記号を生成するための手段(DU
PLIC)と、
　前記複数の送信機エンティティと前記受信機との間の伝搬チャネルの品質指数のセット
を収集するための手段(COLLECT)と、
　前記割り当てられた記号の組、直交する記号の組、および複製された記号の組を選択す
るための手段(SELECT-EG)と、
　送信されるべき記号の組、直交する記号の組、および複製された記号の組を前記複数の
送信機エンティティに割り当てるための手段(ALLOUE-S)と、
を含むことを特徴とする装置。
【請求項８】
　一連の記号(S)を備えるデータ信号を受信機に送信するための管理エンティティ用の装
置であって、
　前記一連の記号が、前記管理エンティティ(EG)に接続された複数の送信機エンティティ
(EEi)によってそれぞれ送信された複数のOFDM信号の形式で送信されることを目的として
おり、
　前記複数の送信機エンティティと前記受信機との間の伝搬チャネルの品質指数のセット
を収集するための手段(COLLECT)と、
　送信されるべき記号の組に割り当てられた、少なくとも1組の送信されるべき記号、少
なくとも1組の直交する記号、および少なくとも1組の複製された記号を選択するための手
段(SELECT-EG)と、
　前記複数の送信機エンティティに前記選択を通知するための手段(NOTIF)と、
を含むことを特徴とする装置。
【請求項９】
　一連の記号(S)を備えるデータ信号を受信機に送信するための送信機エンティティ用の
装置であって、
　前記一連の記号が、管理エンティティに接続された複数の送信機エンティティ(EEi)に
よってそれぞれ送信された複数のOFDM信号の形式で送信されることを目的としており、
　送信されるべき記号の組に直交する少なくとも1組の記号を生成するための手段(ORTHO)
と、
　送信されるべき記号の組から少なくとも1組の複製された記号を生成するための手段(DU
PLIC)と、
　前記送信されるべき記号の組、直交する記号の組、および複製された記号の組の選択の
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通知を受信するための手段(REC-NOTIF)と、
　前記送信機エンティティの数の2倍と等しい複数の副搬送波上で、一連の前記選択され
た組から形成されるOFDM信号を送信するための手段(EMET)と、
を含むことを特徴とする装置。
【請求項１０】
　複数の送信機エンティティに接続された管理エンティティであって、
　前記管理エンティティは、請求項6から8のいずれか一項による装置を含むことを特徴と
する管理エンティティ。
【請求項１１】
　請求項5に記載の装置を含む複数の送信機エンティティを具備することを特徴とするシ
ステム。
【請求項１２】
　複数の送信機ユニットに接続された請求項7に記載の管理エンティティを含む複数の送
信機エンティティを具備することを特徴とするシステム。
【請求項１３】
　請求項9に記載の装置を含む複数の送信機エンティティに接続された請求項8に記載の管
理エンティティを備えることを特徴とするシステム。
【請求項１４】
　プログラムが送信機エンティティによって実行されると前記送信機エンティティによっ
て実行される、請求項1から4のいずれか一項に記載の前記方法の前記ステップの実行を制
御するためのソフトウェア命令を含むことを特徴とする送信機エンティティのためのコン
ピュータプログラム。
【請求項１５】
　プログラムが管理エンティティによって実行されると前記管理エンティティによって実
行される、請求項1から4のいずれか一項に記載の前記方法の前記ステップの実行を制御す
るためのソフトウェア命令を含むことを特徴とする管理エンティティのためのコンピュー
タプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明の分野は遠隔通信の分野である。本発明は、より具体的には複数の送信機エンテ
ィティから少なくとも1つの受信機にデータ信号を送信することに関する。
【背景技術】
【０００２】
　送信機エンティティによって送信される信号は伝搬状態に応じてひずみを受け、特に受
信機によって受信される信号電力は時間および空間によって変化する。無線遠隔通信ネッ
トワークにおいて、送信機エンティティは、たとえば送信機アンテナ、無線基地局、ある
いは無線基地局から発せられる信号を送信するための装置を含む固定またはモバイル無線
中継局を含む、無線送信機である。送信機エンティティは、同様に海底メディアにおける
音響的手段による信号の送信機でもよく、光ファイバネットワークまたは銅線ネットワー
クなどの固定遠隔通信ネットワーク用の送信機でもよい。
【０００３】
　受信機によって受信される信号の品質を改善するために、受信機に信号のレプリカも送
信できる。このように時間をおいて信号とレプリカを送信することによって時間的ダイバ
ーシティが得られ、異なるアンテナを介して信号とレプリカを送信することによって空間
的ダイバーシティが得られ、異なる周波数で信号とレプリカを送信することによって周波
数ダイバーシティが得られる。
【０００４】
　こうして、コロケートされた送信機エンティティによって信号の異なるレプリカが送信
されるMISO(multiple input single output)遠隔通信ネットワークにおいて、空間的およ



(5) JP 2012-513717 A 2012.6.14

10

20

30

40

50

び時間的ダイバーシティ特性が活用される。
【０００５】
　信号のレプリカは、一連の記号で構成される時空間符号を、送信されるべき時間信号に
適用することによって生成される。時空間符号は、時空間符号化後に得られた信号とレプ
リカとの間の時間的直交性の特性に応じて選択される。符号の選択は、特に送信機エンテ
ィティの数に依存する。2つのコロケートされた送信機エンティティがある場合、文献「A
 simple transmit diversity technique for wireless communications」、by S.M. Alam
outi published in IEEE Journal on Select Areas in Communications、第16巻、1998に
記述されたように、Alamouti符号を使用することがルーティンである。Alamouti符号の適
用後に得られた信号のレプリカは、符号化前の一連の記号に直交する一連の記号で構成さ
れる。
【０００６】
　これらの時空間符号を使用することによって、様々な送信機エンティティと受信機との
間で同様のひずみを受けており、また、とりわけそれらの電力に同質の減衰を受けており
、同じ伝搬遅延を被っている信号、および信号の1つまたは複数の直交レプリカを同じ場
所から送信することによって得られる空間的および時間的ダイバーシティを活用できるよ
うになる。
【０００７】
　しかし、異なるおよび地理的に離れた送信機エンティティによって様々なレプリカが送
信される分散型MISO遠隔通信ネットワークでは、信号とレプリカとの間の時間的直交性の
特性は受信機レベルではもはや配慮されない。各送信機エンティティと受信機との間の伝
搬状態は異なり、とりわけ信号およびレプリカが被る伝搬時間は異なりやすい。したがっ
て、信号およびレプリカは、送信時に補正が不可能であると証明しうる異なる時間シフト
を受けやすく、信号とレプリカとの間の直交性の特性は受信機レベルではもはや配慮され
ない。したがって、受信機における時空間符号化はもはや不可能である。
【０００８】
　文献「System Performance of Distributed Transmit Diversity of OFDL-based 1xEV-
DO Broadcast Network」、Young C. Yoon、Alpaslan Savas、Wanshi Chen、the proceedi
ngs of the Wireless Communications and Networking Conference、IEEE-WCNC 2006、第
3巻、1475～1479頁は、周波数ドメインにおけるAlamouti符号の直交性の原則を分散型MIS
Oタイプネットワークに適用している。したがって、OFDM(直交周波数分割多重)信号、お
よび送信されるべき一連の記号にAlamouti符号を適用することによって生成された周波数
ドメインにおける信号の直交レプリカが、2つの地理的に離れた送信エンティティによっ
て受信機に送信される。したがって、周波数ドメインにおける位相シフトに反映されてい
るあらゆる時間シフト、信号とそのレプリカとの間の時間シフトは、送信時にOFDM信号を
、および受信時にOFDM復調を構成するために実行される周波数処理による受信機における
Alamouti復号にはもはや影響しない。しかし、これは2つの地理的に離れた送信機エンテ
ィティから信号および単一のレプリカを受信機に送信している分散型MISOネットワークに
ついてのみ可能である。この制限は、たとえばいわゆるコラボレーティブ遠隔通信ネット
ワークにおける、複数の送信機エンティティによって信号を送信する分散型MISO遠隔通信
ネットワークの展開を妨げる。
【先行技術文献】
【非特許文献】
【０００９】
【非特許文献１】「A simple transmit diversity technique for wireless communicati
ons」、S.M. Alamouti、IEEE Journal on Select Areas in Communications、第16巻、19
98
【非特許文献２】「System Performance of Distributed Transmit Diversity of OFDL-b
ased 1xEV-DO Broadcast Network」、Young C. Yoon、Alpaslan Savas、Wanshi Chen、th
e proceedings of the Wireless Communications and Networking Conference、IEEE-WCN



(6) JP 2012-513717 A 2012.6.14

10

20

30

40

50

C 2006、第3巻、1475～1479頁
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　したがって、送信機エンティティがコロケートされていようと、および/または地理的
に異なる地点に設置されていようと、複数の送信機エンティティからデータ信号を少なく
とも1つの受信機に送信する方法が必要である。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　この目的を達成するために、本発明は、一連の記号を備えるデータ信号を受信機に送信
する方法であって、複数の送信機エンティティによってそれぞれ送信された複数のOFDM信
号を生成するステップを含む方法を提供する。本方法は、
　一連の記号の組の現在の記号の組に直交する、少なくとも1組の記号を生成するステッ
プと、
　現在の記号の組を複製することによって少なくとも1つのレプリカを生成するステップ
と、
　前記少なくとも1組の直交する記号の前記現在の記号の組、および前記少なくとも1つの
レプリカを、複数の送信機エンティティのうちの送信機エンティティに割り当てるステッ
プと、のサブステップであって、一連の記号の組の全ての記号の組について繰り返される
サブステップを含む、一連の記号から複数の一連の記号の組を生成するステップと、
　複数の一連の記号の組から複数のOFDM信号を生成するステップであって、OFDM信号が送
信機エンティティの数の2倍と等しい複数の副搬送波を含むステップと、を含む。
【００１２】
　したがって、同様に良好にコロケートされ得る、または地理的に異なる地点に設置され
得る複数の送信エンティティによって送信される信号の直交性と共直線性の特性の組合せ
によって、空間的ダイバーシティにおける利得、および時間的ダイバーシティにおける利
得が得られる。送信されるべき記号の組、直交する記号の組、または複製された記号の組
の反復割当てにより、特定の伝搬チャネルが送信機エンティティと受信機との間に誘発す
る可能性がある悪影響の分散がさらに可能になる。さらに、受信機は地理的に離れたエン
ティティによって送信された信号を受信する可能性が高く、コロケートされた送信機エン
ティティと地理的に離れた送信機エンティティとを結合する遠隔通信ネットワークのセッ
トアップを可能にする。
【００１３】
　少なくとも1組の直交する記号は、現在の記号の組に時空間符号化を適用することによ
って生成される。
【００１４】
　これにより、記号の組に符号語を単に適用することによって、直交性の特性を保証でき
る。
【００１５】
　本発明のある特定の実装形態では、送信されるべき記号の組、少なくとも1組の直交す
る記号、および少なくとも1組の複製された記号が、複数の送信機エンティティに周期的
に割り当てられる。
【００１６】
　送信されるべき記号の組、直交する記号の組、または複製された記号の組の周期的割当
てにより、特定の伝搬チャネルが送信機エンティティと受信機との間に誘発する可能性が
ある悪影響を平均できるようになる。周期割当てには、伝搬チャネル品質情報は必要ない
。受信機がこのタイプの情報を送信するために、追加のスペクトルリソースの消費は必要
ではない。この割当ては、たとえばデータの放送に適している。
【００１７】
　ある特定の実装形態では、複数の一連の組を生成するステップは、
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　送信機エンティティと受信機との間の伝搬チャネルの品質指数のセットを収集するステ
ップと、
　前記品質指数のセットに従って、複数の送信機エンティティに割り当てられた現在の記
号の組、少なくとも1組の直交する記号、および少なくとも1組の複製された記号を選択す
るステップと、のサブステップをさらに含む。
【００１８】
　したがって、様々な伝搬チャネルの品質指数を収集するステップにより、直交または共
直線コンポーネントを増強できるように、すなわち時間的ダイバーシティまたは空間的ダ
イバーシティ利得を選択し、したがって得られる全体的なダイバーシティ利得を最大化で
きるようになる。
【００１９】
　本発明は、本発明の様々な実施形態における装置も提供する。
【００２０】
　本発明の第1実施形態では、送信機エンティティのための装置が、複数の送信機エンテ
ィティを介して送信されるべきOFDM信号を一連の記号から生成して送信する。
【００２１】
　本発明の第2実施形態では、方法のステップが管理エンティティによって実行され、送
信機エンティティは管理エンティティに接続される。管理エンティティのための装置は、
送信されるべき記号の組、直交する記号の組、および複製された記号の組を生成して、送
信機エンティティに周期的に割り当てる。送信機エンティティは、一連の受信記号からOF
DM信号を送信できる。
【００２２】
　本発明の第3実施形態では、方法のステップが管理エンティティによって実行され、送
信機エンティティは管理エンティティに接続される。管理エンティティのための装置は、
送信されるべき記号の組、直交する記号の組、および複製された記号の組を生成して、送
信機エンティティに選択的に割り当てる。送信機エンティティは、一連の受信記号からOF
DM信号を送信できる。
【００２３】
　本発明の第4実施形態では、管理エンティティのための装置が、送信されるべき記号の
組、直交する記号の組、および複製された記号の組の選択的割当てを通知し、選択は送信
機エンティティと受信機との間の収集された伝搬チャネルの品質指数に基づいて決定され
る。選択の通知を受信後、送信機エンティティのための装置が、一連の送信されるべき組
、複製された組、および直交する組を生成し、OFDM信号を送信する。
【００２４】
　本発明の装置は、上述の方法の装置と同様の利点がある。
【００２５】
　本発明は、上記の装置のうちの1つを含む管理エンティティも提供する。
【００２６】
　本発明は、複数の送信機エンティティを介して送信されるべき一連の記号からOFDM信号
を生成および送信するための上述の装置を含む、送信エンティティを含むシステムも提供
する。
【００２７】
　本発明は、送信されるべき記号の組、直交する記号の組、および複製された記号の組を
生成して送信機エンティティに選択的に割り当てるための上述の装置を含む管理エンティ
ティを含むシステムも提供する。
【００２８】
　本発明は、直交する記号の組、および複製された記号の組の送信機エンティティへの選
択的割当ての通知を含む上述の装置を含む管理エンティティを含むシステムも提供し、送
信機エンティティは通知の受信後にOFDM信号を生成するための上述の装置を含む管理エン
ティティに接続されている。
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【００２９】
　本発明は、管理エンティティによってプログラムが実行されると、管理エンティティに
よって実行される方法のそれらのステップの実行を制御するためのソフトウェア命令を含
む、管理エンティティのためのコンピュータプログラムも提供する。
【００３０】
　本発明は、送信機エンティティによってプログラムが実行されると、送信機エンティテ
ィによって実行される方法のそれらのステップの実行を制御するためのソフトウェア命令
を含む、送信機エンティティのためのコンピュータプログラムも提供する。
【００３１】
　本発明の他の特徴および利点は、本方法のいくつかの特定の実装形態の以下の説明を読
めばより明らかになるであろう。
【図面の簡単な説明】
【００３２】
【図１】分散型MISO遠隔通信ネットワークアーキテクチャの例を示す図である。
【図２】送信機エンティティによって信号を受信機に送信するための、本発明の方法のス
テップの図である。
【図３】本発明のある特定の実装形態における、記号の組を送信機エンティティに割り当
てるサブステップの図である。
【図４】送信機エンティティによって送信された信号を受信するための、本発明の方法の
一例のステップを示す図である。
【図５】本発明の第1実装形態における、複数の送信機エンティティによって受信機に送
信されるべき一連の記号から決定されるOFDM信号を、送信機エンティティから送信するた
めの装置を図式的に示す図である。
【図６】本発明の第2実装形態における、複数の一連の記号の組を生成するための管理エ
ンティティの装置、および管理エンティティに接続された送信機エンティティからOFDM信
号を送信するための装置を図式的に示す図である。
【図７】本発明の第3実装形態における、複数の一連の記号の組を生成するための管理エ
ンティティの装置、および管理エンティティに接続された送信機エンティティからOFDM信
号を送信するための装置を図式的に示す図である。
【図８】本発明の第4実装形態における、記号の組の割当てを選択するための管理エンテ
ィティの装置、および管理エンティティに接続された送信機エンティティからOFDM信号を
送信するための装置を図式的に示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００３３】
　定義を明確にするために、以下のパラグラフは、信号および直交レプリカを送信するMI
SO遠隔通信ネットワーク内にコロケートされた送信機エンティティの原則のリマインダの
役割を果たす。
【００３４】
　送信されるべき一連の記号に時空間符号を適用することによって、直交レプリカが生成
される。これらの符号により、信号および直交レプリカを送信することによって得られる
空間的および時間的ダイバーシティを活用できるようになる。
【００３５】
　2つのコロケートされた送信機エンティティがある場合、Alamouti符号を使用するのが
普通である。したがって、一連の記号Sorthoが送信されるべき一連の記号S={s0, s1, s2,
 s3, ... s2k, s2k+l, ...}から生成され、
　Sortho={ - s1*, s0*, - s3*, s2*...- s2k+1*, s2k*,...}
であり、上式で、*は複素共役を示している。
【００３６】
　同等の方法で、送信されるべき一連の記号Sからの連続する組に行列符号語(matrix cod
e word)CAlamoutiを適用することによって、一連の記号Sorthoが生成される。
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【００３７】
【数１】

【００３８】
　第1の一連の記号の組は、行列符号語の第1行を読み取ることによって得られて、第1送
信機エンティティによって送信される。対応する一連の記号は、送信されるべき記号の一
連の記号Sと同一である。
【００３９】
　第2の一連の記号の組は、行列符号語の第2行を読み取ることによって得られて、第2送
信機エンティティによって送信される。対応する一連の記号は、送信されるべき記号の一
連の記号Sと直交する一連の記号Sorthoである。
【００４０】
　送信された信号とそのレプリカとの間の直交性の特性は、符号語の特性によって表され
、
【００４１】

【数２】

【００４２】
であり、上式で†は共役転置を示しており、行列Id2はサイズ(2,2)の恒等行列である。
【００４３】
　Alamouti符号により、時間軸上および空間軸上の直交を、第1送信機エンティティと受
信機との間の伝搬チャネルH1、および第2送信機エンティティと受信機との間の伝搬チャ
ネルH2にすることが可能になる。
【００４４】
　受信機は、最大尤度センス(maximum likelihood sense)においてAlamouti復号を適用す
ることによって送信された一連の記号の推定Sestimを、それぞれ第1および第2送信機エン
ティティからの一連の記号SおよびSorthoの送信の結果生じる一連の受信した記号のSrecu
に返す。復号は、伝搬チャネルH1およびH2を推定すること、ならびにシステム:
　Sestim=Hequi

†×Srecu
を解くことによって送信された記号の組を連続的に推定することによって影響され、上式
で、
【００４５】
【数３】

【００４６】
であり、このシステムはコードの直交性特性によって以下の同等の形式:
【００４７】
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【数４】

【００４８】
をとり、上式でNは受信された雑音成分ベクトルである。
【００４９】
　地理的に離れた送信機エンティティの場合、上述のYoung、C. Yoon、Alpaslan、および
Wanshiによる論文内で取り扱われたような、2つの送信機エンティティの特定の環境にお
いて、ならびにOFDM信号についての直交性特性が保持され、また受信原則は同様である。
【００５０】
　次に、同様に良好にコロケートされる、または地理的に相互に離れている、複数のNE個
の送信機エンティティを説明する。
【００５１】
　図1は、送信機エンティティEE1、EE2、EE3から受信機RECにデータ信号を送信するため
の分散型MISO遠隔通信ネットワークアーキテクチャの例を示している。
【００５２】
　例示のために、送信機エンティティは無線基地局、あるいは固定またはモバイル中継局
である。送信機エンティティは、図示されていない遠隔通信ネットワークの管理エンティ
ティEGに接続されている。遠隔通信ネットワークは、たとえば、LTE(ロングタームエボリ
ューション)世代などの第3世代に続く世代のUMTS(ユニバーサルモバイルテレコミュニケ
ーションシステム)モバイル無線遠隔通信ネットワーク、またはWIMAX(ワールドワイドイ
ンターオペラビリティーフォーマイクロウェイブアクセス)ネットワークなどの無線ロー
カルエリアネットワークである。遠隔通信ネットワークは、コラボレーティブネットワー
クタイプのモバイル無線遠隔通信ネットワークでもよい。
【００５３】
　受信機は、たとえばモバイル端末、または送信機エンティティから無線信号を受信でき
る通信モジュールを含むどのような装置でもよい。
【００５４】
　この例では、送信機エンティティは地理的に異なる地点にあり、それぞれが個々の無線
サービスエリアZ1、Z2、Z3をカバーしている。
【００５５】
　このアーキテクチャは、海底遠隔通信ネットワークの分野に置き換えられてよく、その
場合サービスエリアは海底音波の範囲に応じて定義される。同様に、固定ネットワークの
場合、サービスエリアは様々な送信機エンティティのケーブル設置によって定義される。
【００５６】
　このようなアーキテクチャでは、受信信号の品質を改善するために、様々なエンティテ
ィによって一連の記号を備えるデータ信号が受信機RECに送信される。
【００５７】
　図2は、同様に良好にコロケートされ得る、および/または地理的に相互に離れている送
信機エンティティによって一連の記号を備えるデータ信号を送信する方法のステップを示
している。NE個の送信機エンティティEEiによってデータ信号を送信するための方法のス
テップを説明し、iは1からNEまで変化し、NEは1より大きい。明確にするために、3つの送
信機エンティティEE1、EE2、EE3の特定の構成について、より具体的にステップを説明す
る。
【００５８】
　データ信号は、N個の一連の記号Sのsnを備え、指数nは0からN-1まで変化する。記号は
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、たとえばPSK(位相偏移キーイング)記号またはQAM(直交振幅変調)記号などの変調された
記号である。一連の記号Sは連続記号の組と見なされ、k番目の組は連続記号s2k、s2k+1に
対応する。
【００５９】
　本方法は、一連の記号の組に反復して適用されるステップE2-1からE2-3を備える。反復
は、送信されるべき記号上の指数kを開始するステップINIT、および指数kをインクリメン
トするステップITEによって記号化される。
【００６０】
　ステップE2-1で、現在の記号の組[s2k, s2k+1]に直交する少なくとも1組の記号[y2k, y

2k+1]が生成される。直交する記号の組は、たとえばAlamouti符号などの時空間符号を適
用することによって得られる。
【００６１】
　以下に示す様々なステップがAlamouti符号を適用するが、現在の記号の組に直交する記
号の組の生成に適したどのような符号に置き換えられてもよい。上述のようにAlamouti符
号から生成された直交する記号の組は、以下の式により与えられる:
　[y2k, y2k+1]=[- s*2k+1, s*2k]
上式で、*は複素共役を示している。
【００６２】
　直交する記号の組の数は、Northoと等しい。
【００６３】
　ステップE2-2で、レプリカと呼ばれる少なくとも1組の複製された記号が現在の記号の
組[s2k, s2k+1]から生成される。
【００６４】
　生成された、複製された記号の組の数は、Nduplicと等しい。
【００６５】
　ステップE2-1およびE2-2の間に生成された記号の組の総数は、
　Northo+Nduplic+1=NE
であり、NorthoおよびNduplicの数は設定可能である。
【００６６】
　したがって、3つの送信機エンティティがある場合、たとえば1組の複製された記号[s2k
, s2k+1]が生成される。
【００６７】
　ステップE2-3で、ステップE1-2およびE2-2の間にそれぞれ生成された、直交する記号の
組および複製された記号の組、ならびに現在の記号の組が、様々な送信機エンティティに
割り当てられる。本発明のある特定の実装形態では、現在の記号の組、直交する記号の組
、および複製された記号の組が、様々な送信機エンティティに周期的に割り当てられる。
【００６８】
　したがって、3つの送信機エンティティがある場合、先行する2つの反復の間に生成され
た2つの直交する組が送信機エンティティEE2そしてEE3にそれぞれ割り当てられると、現
在の記号の組に直交する記号の組は、たとえば送信機ユニットEE1に割り当てられる。
【００６９】
　したがって、k番目の反復で、エンティティEE1に反復して割り当てられた一連のSC_EE1
(k)の組は、以下の式によって与えられる:
　SC_EE1(k)={[y0, y1],[s2, s3],[s4, s5],[y6, y7],…[s2k-4, s2k-3],[s2k-2, s2k-1]
,[y2k, y2k+1]}
また、エンティティEE2およびEE3に割り当てられた一連のSC_EE2(k)およびSC_EE3(k)の組
は、それぞれ:
　SC_EE2(k)={[s0, s1],[y2, y3],[s4, s5],[s6, s7],…　[y2k-4, y2k-3],[s2k-2, s2k-
1],[s2k, s2k+1]
　SC_EE3(k)={[s0, s1],[s2, s3],[y4, y5],[s6, s7],…　[s2k-4, y2k-3],[y2k-2, y2k-



(12) JP 2012-513717 A 2012.6.14

10

20

30

40

50

1],[s2k, s2k+1]
【００７０】
　この特定の例では、割当て周期は3つの連続する直交の組を3つの送信機エンティティに
反復して割り当てることに対応する。原則として、割当て周期は設定可能である。
【００７１】
　あるいは、ステップE2-3の間に行われる記号の組の割当ては、選択的である。その場合
、ステップE2-3は図3に示されたサブステップE2-31およびE2-32を含む。
【００７２】
　サブステップE2-31の間、それぞれの送信機エンティティEEiと受信機との間の伝搬チャ
ネルについての品質指数のセットの収集から割当てが行われ、それぞれの指数はINDiと書
かれ、iは1からNEまで変化する。
【００７３】
　例を挙げると、この収集は受信機によって送信された伝搬チャネルについての品質指数
を受信することによって行われる。これらの指数は、たとえば電力測定または受信信号減
衰推定である。これらの測定または推定は、たとえば様々な送信機エンティティによって
送信される受信信号またはパイロット信号に基づいて受信機によって行われる。
【００７４】
　サブステップE2-32の間、直交する記号の組が、収集された品質指数のセットの値に応
じて現在の記号の組に割り当てられる。
【００７５】
　本発明のある特定の実装形態では、現在の記号の組に直交する記号の組が、最大値であ
る収集された品質指数のセットから、対応する品質指数値を有する送信機エンティティの
セットに割り当てられる。これにより、直交する記号の組の送信を増強できるようになり
、したがって空間的ダイバーシティ利得を選択できるようになる。
【００７６】
　あるいは、現在の記号の組に直交する記号の組が、最小値である収集された品質指数の
セットから、対応する品質指数を有する送信機エンティティのセットに割り当てられる。
これにより、現在の記号の組および複製された記号の組の送信を増強できるようになり、
したがって時間的ダイバーシティ利得を選択できるようになる。
【００７７】
　あるいは、直交する記号の組が、空間的ダイバーシティと時間的ダイバーシティの間の
妥協点を満たす選択基準に応じて割り当てられる。非制限的な、および説明に役立つ例を
挙げると、第1セットに対応する品質指数の意味が第2セットに対応する品質指数の意味と
比較できるように、第1セットの送信機エンティティへの直交する記号の組の割当て、お
よび第2セットの送信機エンティティへの複製された記号の組の割当てに対応する2セット
の送信機エンティティが定義される。この選択基準により、直交および共直線的なコンポ
ーネントの全体的な受信品質を均一にできるようになる。
【００７８】
　3つの送信機エンティティEE1、EE2、EE3がある場合、このように記号の3つの一連のSCS
_EE1(k)、SCS_EE2(k)、およびSCS_EE3(k)が生成される。
【００７９】
　ステップE2-4の間、iが1からNEまで変化し、複数のNf個の副搬送波を含むNE個のODFM信
号である信号(i)が、ステップE2-1からE2-3の間にNE個の送信機エンティティに反復して
割り当てられるNE個の一連の記号から生成される。この目的を達成するために、当業者に
よく知られているOFDM送信機がNE個の送信機エンティティにおいて使用される。
【００８０】
　送信機エンティティEEiによって送信されたOFDM信号の副搬送波の数Nfは、送信機の数N
Eの2倍である。したがって、3つの送信機エンティティがある場合、3つのOFDM信号である
信号(i)は、それぞれ6つの副搬送波を含む。
【００８１】
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　次いで、同様に良好にコロケートされ得る、または地理的に離れているNE個の送信機エ
ンティティから受信機はNE個のODFM信号を受信して、コロケートされた送信機エンティテ
ィでMISOシステムについての上述の原則に従ってAlamouti復号を行う前にOFDM復調器を使
用する。
【００８２】
　NE個のODFM信号を受信する方法の例を、図4を参照して説明する。明確にするために、3
つの送信機エンティティ、ならびに現在の記号の組、1組の直交する記号、および1組の複
製された記号の周期的割当ての特定の環境における方法のステップを説明する。
【００８３】
　現在の記号の組、直交する記号の組、および複製された記号の組の周期的割当ては、行
列符号語Cを送信されるべき一連の記号S={ s0, s1, s2, s3,...s2k, s2k+1,...}に適用す
ることによって同様の方法で表すことができる:
【００８４】
【数５】

【００８５】
　送信機エンティティEE1は、符号語の第1行に対応する一連の記号を送信し、通信してい
るエンティティEE2は符号の第2行に対応する一連の記号を送信し、エンティティEE3は符
号の第3行に対応する一連の記号を送信する。この例では、組[s0, s1]に直交する組が送
信機エンティティEE3に割り当てられ、次の組[s2, s3]に直交する組が送信機エンティテ
ィEE2に割り当てられ、組[s4, s5]に直交する組が送信機エンティティEE1に割り当てられ
る。
【００８６】
　符号語Cの6列は、それぞれの送信機エンティティによって送信されたOFDM信号の6つの
副搬送波にそれぞれ対応する。したがって、第1副搬送波は、送信機エンティティEE1で記
号s0によって、送信機エンティティEE2で記号s0によって、および送信機エンティティEE3
で記号-s1*によって変調される。
【００８７】
　次いで、符号語は3組の連続する記号を割り当てる全ての周期にわたって反復される。
【００８８】
　ステップE3-1で、3つのOFDM信号の送信に対応し、それぞれが6つの副搬送波を備え、そ
れぞれの送信機エンティティによって送信された、受信したOFDM信号全体が、たとえばフ
ーリエ変換を適用することによってOFDM復調器によって復調される。
【００８９】
　ステップE3-2からE3-4は、データ信号の一連の記号を復元するために3組の連続記号の
グループごとに繰り返される。指数に関して明確にするために、3組の第1グループについ
てこの反復を説明する。
【００９０】
　ステップE3-2で、それぞれの送信機エンティティによる3つの連続する組の送信に対応
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は以下の通り行列フォームで表される:
　R=H C+N
上式で、
【００９１】
【数６】

【００９２】
および、
【００９３】

【数７】

【００９４】
である。
【００９５】
　ベクトルNのコンポーネントは、それぞれの副搬送波で受信された信号に影響を及ぼす
雑音コンポーネントを表す。行列HのコンポーネントHi(f1)は、送信機エンティティEEiに
よって送信されたOFDM信号の信号(i)の副搬送波f1によって伝達された信号に影響を与え
る伝搬チャネルに対応し、lは1から6まで変化し、iは1から3まで変化する。
【００９６】
　結果として得られる、送信機エンティティによって送信された様々な記号の組の間の直
交性および共直線性の特性により、受信記号を以下の等価形式で表すことができるように
なる:
　R=Hequi×Sd+N
上式で、
【００９７】
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【００９８】
および、
【００９９】
【数９】

【０１００】
である。
【０１０１】
　行列Hequiは直交行列なので、送信された記号の推定は、Hの推定から開始して最大尤度
センスで復号することによって得られる。
【０１０２】
　したがってステップE3-3で、チャネル推定器が、たとえば送信機エンティティによるパ
イロットの送信に基づく最大尤度センスにおけるあらゆる推定方法で、またはパイロット
を必要としないブラインド推定方法で、受信した全体的なOFDM信号から行列Hを決定する
。
【０１０３】
　ステップE3-4で、記号推定器は、たとえば受信したベクトルRに共役転置行列Hequi

†を
掛けることによって送信された6つの連続記号s0、s1、s2、s3、s4、s5の推定を含むベク
トルSestimを決定し、行列Hequiについては:
　Sestim=Hequi

†×R
以下の式からも得られる:
　Sestim=Id6×DIV×S+N
上式で、行列Id6は、サイズ6×6の単位行列であり、行列DIVは:
【０１０４】
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【数１０】

【０１０５】
である。
【０１０６】
　行列DIVのそれぞれの行は、現在の記号の組およびそのレプリカを送信することによっ
て得られた時間的ダイバーシティ利得項を含み、直交する記号の組を送信することによっ
て得られた空間的ダイバーシティ利得項が追加される点に留意されたい。
【０１０７】
　複数のNE個の送信機エンティティについて、復調器は2×NE個の副搬送波を復調し、同
等の方法でサイズ(2×NE, 2×NE)の行列HについてステップE3-2からE3-4が実行される。
【０１０８】
　複数の直交する組を複数の送信機エンティティに同時に割り当てる場合、行列DIVの行
は、現在の組およびそのレプリカの送信に対応する第1合計によって与えられた時間的ダ
イバーシティ利得項を同じ方法で含み、直交する組の送信に対応する第2合計によって与
えられた空間的ダイバーシティ利得項が追加される。
【０１０９】
　送信機エンティティに割り当てられた、直交する記号の組、現在の記号の組、および複
製された記号の組を選択するモード、すなわち周期的または選択的割当ては、受信機に影
響を与えず、考慮されるべき唯一のパラメータはOFDM信号の副搬送波の数を決定する送信
機エンティティの数である点に留意されたい。
【０１１０】
　受信機は、本発明に従って生成されて、コロケートされた、または地理的に離れた送信
機エンティティによって同様に良好に送信される複数のOFDM信号を受信するように構成さ
れる。副搬送波の数は、コロケートされた、および離れた送信機エンティティの合計数の
2倍である。
【０１１１】
　送信されたデータ信号のデータ速度を向上するために、一連の記号は事前に複数のM個
の準連続の記号にさらに分割されてよい。この準連続は、本発明の送信機エンティティに
よってパラレルに送信される。これらのそれぞれのNE個のODFM信号は、それに特有の、ま
た2×NE×M個の副搬送波のセットから得られる、2×NE個の副搬送波のサブセットを含む
。
【０１１２】
　同様に良好にコロケートされ得たおよび/または地理的に離れた複数の送信機エンティ
ティから一連の記号を備えるデータ信号を送信するための本発明の方法を以下で説明する
。
【０１１３】
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　本発明の第1実装形態では、送信機エンティティは、連続する組において処理された、
送信されるべき一連の記号からOFDM信号を決定するように構成され、OFDM信号は送信機エ
ンティティの数の2倍と等しい複数の副搬送波を備える。本発明のこの実装形態では、本
発明を実行する手段は送信機エンティティに組み込まれる。
【０１１４】
　図5は、本発明の第1実装形態の送信機エンティティのOFDM信号を送信するための装置の
線図である。
【０１１５】
　図5は本発明を実行する手段だけを示している。送信機エンティティは、
　送信されるべき記号の組に直交する記号の組を生成するための手段ORTHOと、
　送信されるべき記号の組から複製された記号の組を生成するための手段DUPLICと、
　現在の記号の組、直交する記号の組、および複製された記号の組から記号の組を周期的
に選択するための手段SELECT-EEであって、同等の方法で生成手段ORTHOまたはDUPLICを周
期的に起動するための手段でよい手段SELECT-EEと、
　手段SELECT-EEによって配信された一連の記号の組から開始して、送信機エンティティ
の数の2倍と等しい複数の副搬送波上でOFDM信号を送信するための手段EMETとを含む。
【０１１６】
　本発明の第2実装形態では、方法のステップは遠隔通信ネットワークの管理エンティテ
ィ、および管理エンティティに接続された送信機エンティティによって実行される。管理
エンティティは、たとえばモバイル無線遠隔通信ネットワークの基地局コントローラであ
る。本発明のこの実装形態では、管理エンティティは、現在の記号の組、直交する記号の
組、および複製された記号の組を生成して、送信機エンティティに周期的に割り当てる手
段を含む。送信機エンティティは、一連の受信記号から開始して、OFDM信号を送信する手
段を含む。
【０１１７】
　図6は、複数の一連の記号の組を生成するための管理エンティティの装置、および本発
明の第2実装形態における管理エンティティに接続された送信機エンティティからOFDM信
号を送信するための装置の線図である。以前同様、OFDM信号は、複数の送信機エンティテ
ィによって受信機に送信されるべき一連の記号から決定される。
【０１１８】
　図6は、本発明を実行するための管理ユニットおよび送信機ユニットの手段だけを示し
ている。
【０１１９】
　管理エンティティは、
　送信されるべき記号の組と直交する記号の組を生成するための手段ORTHOと、
　送信されるべき記号の組から複製された記号の組を生成するための手段DUPLICと、
　生成手段ORTHOおよびDUPLICによってそれぞれ配信された、送信されるべき記号の組(現
在の組)、直交する記号の組、および複製された記号の組を複数の送信機エンティティに
周期的に割り当てるための手段ALLOUE-Cと、を含む。
【０１２０】
　送信機エンティティは、
　管理エンティティから一連の記号の組を受信するための手段REC-EEと、
　手段REC-EEによって受信された一連の記号の組から開始する、送信機エンティティの数
の2倍と等しい複数の副搬送波上でOFDM信号を送信するための手段EMETとを含む。
【０１２１】
　本発明の第3実装形態では、方法のステップが遠隔通信ネットワークの管理エンティテ
ィ、および管理エンティティに接続された送信機エンティティによって実行される。管理
エンティティは、たとえばモバイル無線遠隔通信ネットワークの基地局コントローラであ
る。本発明のこの実装形態では、管理エンティティは、直交する記号の組、および複製さ
れた記号の組を生成して、送信機エンティティに選択的に割り当てる手段を含む。送信機
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エンティティは、一連の受信記号から開始して、OFDM信号を送信する手段を含む。
【０１２２】
　図7は、複数の一連の記号の組を生成するための管理エンティティの装置、および本発
明の第3実装形態の管理エンティティに接続された送信機エンティティからOFDM信号を送
信するための装置の線図である。
【０１２３】
　図7は、本発明を実行するための管理エンティティおよび送信機エンティティの手段だ
けを示している。管理エンティティは、たとえばモバイル無線遠隔通信ネットワークの基
地局コントローラである。
【０１２４】
　管理エンティティは、
　送信されるべき記号の組に直交する記号の組を生成するための手段ORTHOと、
　送信されるべき記号の組から複製された記号の組を生成するための手段DUPLICと、
　送信機エンティティと受信機との間の伝搬チャネルの品質指数のセットを収集するため
の手段COLLECTと、
　生成手段ORTHOおよびDUPLICによってそれぞれ配信された、送信されるべき割り当てら
れた(現在の)記号の組、直交する記号の組、および複製された記号の組を選択するための
手段SELECT-EGと、
　送信されるべき記号の組、直交する記号の組、および複製された記号の組を送信機エン
ティティに割り当てるための手段ALLOUE-Sと、を含む。
【０１２５】
　送信機エンティティは、
　管理エンティティから一連の記号の組を受信するための手段REC-EEと、
　手段REC-EEによって受信された一連の組から開始して、離れた送信機エンティティの数
の2倍と等しい複数の副搬送波上でOFDM信号を送信するための手段とを含む。
【０１２６】
　本発明の第4実装形態では、方法のステップが遠隔通信ネットワークの管理エンティテ
ィ、および管理エンティティに接続された送信機エンティティによって実行される。管理
エンティティは、たとえばモバイル無線遠隔通信ネットワークの基地局コントローラであ
る。本発明のこの実装形態では、管理エンティティは、送信されるべき記号の組、直交す
る記号の組、および複製された記号の組の選択的割当てを通知する手段を含み、選択は送
信機エンティティと受信機との間の伝搬チャネルの品質指数の収集に基づいて決定される
。送信機エンティティは、受信した選択通知およびOFDM信号を送信するための手段に従っ
て、送信されるべき一連の記号の組、複製された記号の組、および直交する記号の組を生
成する手段を含む。
【０１２７】
　図8は、少なくとも1組の割り当てられた送信されるべき記号、直交する記号の組、およ
び複製された記号の組の選択を管理するためのエンティティの装置、および本発明のこの
第4実装形態の管理エンティティに接続された送信機エンティティのOFDM信号を送信する
ための装置の線図である。
【０１２８】
　図8は、本発明を実行するための管理エンティティおよび送信機エンティティの手段だ
けを示している。管理エンティティは、たとえばモバイル無線遠隔通信ネットワークの基
地局コントローラである。
【０１２９】
　管理エンティティは、
　複数の送信機エンティティと受信機との間の伝搬チャネルの品質指数のセットを収集す
るための手段COLLECTと、
　送信されるべき記号の組から開始して、少なくとも1組の割り当てられた送信されるべ
き記号、少なくとも1組の直交する記号、および少なくとも1組の複製された記号を選択す
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　複数の送信機エンティティに選択を通知するための手段NOTIFと、を含む。
【０１３０】
　送信機エンティティは、
　送信されるべき記号の組に直交する少なくとも1組の記号を生成するための手段ORTHOと
、
　送信されるべき記号の組から少なくとも1組の複製された記号を生成するための手段DUP
LICと、
　管理エンティティによって送信された、送信されるべき記号の組、直交する記号の組、
または複製された記号の組の選択の通知を受信するための手段REC-NOTIFと、
　受信手段REC-NOTIFによって受信された通知において通知された、選択された一連の組
から開始して、送信機エンティティの数の2倍と等しい複数の副搬送波上でOFDM信号を送
信するための手段EMETとを含む。
【０１３１】
　上述の本発明は、一連の記号を備えるデータ信号を送信するための装置にも関する。し
たがって、本発明はコンピュータプログラム、特に、本発明を実行するように構成された
情報記憶メディア上またはその中のコンピュータプログラムも提供する。これらのプログ
ラムはどのようなプログラミング言語を使用してもよく、ソースコード、オブジェクトコ
ード、または部分的にコンパイルされた形式などのソースコードとオブジェクトコードと
の間の中間コードの形式をとってもよく、あるいは本発明の方法のステップを実行するた
めの他の何らかの所望の形式をとってもよい。
【符号の説明】
【０１３２】
　EG　　　管理エンティティ
　EEi　　　送信機エンティティ
　REC　　　受信機
　Z1、Z2、Z3　　　無線サービスエリア
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【図６】 【図７】

【図８】
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【手続補正書】
【提出日】平成23年8月23日(2011.8.23)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１０７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１０７】
　複数のNE個の送信機エンティティについて、復調器は2×NE個の副搬送波を復調し、同
等の方法でサイズ(NE, 2×NE)の行列HについてステップE3-2からE3-4が実行される。
【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　現在着呼している一連の記号(S)を備えるデータ信号を受信機に送信する方法であって
、
　NE個の送信機エンティティ(EEi)によってそれぞれ送信されたNf個の副搬送波で形成さ
れるNE個のODFM信号の生成を含み、NE>1、Nf=2×NEであり、
　前記一連の記号の組の、現在の記号の組([s2k, s2k+1])にNortho>=1の直交する記号([y

2k, y2k+1])を生成するサブステップ(E2-1)と、
　前記現在の記号の組を複製することによってNduplic>=1のレプリカを生成するサブステ
ップ(E2-2)と、
　前記Northo個の前記現在の記号の組、直交する記号の組、および前記Nduplic個のレプ
リカをNE個の送信機エンティティに割り当てるサブステップ(E2-3)と、
を具備するNf個の現在の記号からNE個の一連のNf/2組の記号を生成するステップと、
　それぞれのNE個の一連のNf/2組の記号から前記NE個のODFM信号を生成するステップ(E2-
4)と、
を含み、
　前記サブステップは、全てのNf/2組の記号について繰り返されることを特徴とする方法
。
【請求項２】
　前記少なくとも1組の直交する記号が、前記現在の記号の組に時空間符号化を適用する
ことによって生成されることを特徴とする請求項1に記載の送信方法。
【請求項３】
　前記現在の記号の組、少なくとも1組の直交する記号、および少なくとも1つのレプリカ
の、前記複数の送信機エンティティへの割当てが周期的であることを特徴とする請求項1
または請求項2に記載の送信方法。
【請求項４】
　複数の一連の記号の組を生成する前記ステップが、
　前記送信機エンティティと前記受信機との間の伝搬チャネルの品質指数のセットを収集
するサブステップと、
　前記品質指数のセットに従って前記複数の送信機エンティティに割り当てられた、少な
くとも1組の送信されるべき記号、少なくとも1組の直交する記号、および少なくとも1つ
のレプリカ、を選択するサブステップと、
をさらに含むことを特徴とする請求項1または請求項2に記載の送信方法。
【請求項５】
　一連の記号(S)を備えるデータ信号を受信機に送信するための送信機エンティティであ
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って、
　前記一連の記号は、複数の送信機エンティティ(EEi)によってそれぞれ送信された複数
のOFDM信号の形式で送信されることを目的としており、
　送信されるべき記号の組に直交する少なくとも1組の記号を生成するための手段(ORTHO)
と、
　送信されるべき記号の組を複製することによって少なくとも1つのレプリカを生成する
ための手段(DUPLIC)と、
　送信されるべき前記記号の組、前記直交する記号の組、および前記複製された記号の組
を周期的に選択するための手段(SELECT-EE)と、
　前記送信機エンティティの数の2倍と等しい複数の副搬送波上で、一連の前記選択され
た組から形成されたOFDM信号を送信するための手段(EMET)と、
を含むことを特徴とする送信機エンティティ。
【請求項６】
　一連の記号(S)を備えるデータ信号を受信機に送信するための管理エンティティであっ
て、
　前記一連の記号が、前記管理エンティティ(EG)に接続された複数の送信機エンティティ
(EEi)によってそれぞれ送信された複数のOFDM信号の形式で送信されることを目的として
おり、
　前記複数の送信機エンティティと前記受信機との間の伝搬チャネルの品質指数のセット
を収集するための手段(COLLECT)と、
　送信されるべき記号の組に割り当てられた、少なくとも1組の送信されるべき記号、少
なくとも1組の直交する記号、および少なくとも1組の複製された記号を選択するための手
段(SELECT-EG)と、
　前記複数の送信機エンティティに前記選択を通知するための手段(NOTIF)と、
を含むことを特徴とする管理エンティティ。
【請求項７】
　一連の記号(S)を備えるデータ信号を受信機に送信するための送信機エンティティであ
って、
　前記一連の記号が、管理エンティティに接続された複数の送信機エンティティ(EEi)に
よってそれぞれ送信された複数のOFDM信号の形式で送信されることを目的としており、
　送信されるべき記号の組に直交する少なくとも1組の記号を生成するための手段(ORTHO)
と、
　送信されるべき記号の組から少なくとも1組の複製された記号を生成するための手段(DU
PLIC)と、
　前記送信されるべき記号の組、直交する記号の組、および複製された記号の組の選択の
通知を受信するための手段(REC-NOTIF)と、
　前記送信機エンティティの数の2倍と等しい複数の副搬送波上で、一連の前記選択され
た組から形成されるOFDM信号を送信するための手段(EMET)と、
を含むことを特徴とする送信機エンティティ。
【請求項８】
　請求項5に記載の送信機エンティティを含む、複数の送信機エンティティを具備するこ
とを特徴とするシステム。
【請求項９】
　請求項7に記載の送信機エンティティを含む複数の送信機エンティティに接続された、
請求項6に記載の管理エンティティを備えることを特徴とするシステム。
【請求項１０】
　プログラムが送信機エンティティによって実行されると前記送信機エンティティによっ
て実行される、請求項1から4のいずれか一項に記載の前記方法の前記ステップの実行を制
御するためのソフトウェア命令を含むことを特徴とする送信機エンティティのためのコン
ピュータプログラム。
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【請求項１１】
　プログラムが管理エンティティによって実行されると前記管理エンティティによって実
行される、請求項1から4のいずれか一項に記載の前記方法の前記ステップの実行を制御す
るためのソフトウェア命令を含むことを特徴とする管理エンティティのためのコンピュー
タプログラム。
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